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東亜の標準時政策を論ず
京都帝業大月教授　理學博士　山　本　一．清
　まるい地球の表面の，’各國各地に割篠してみる吾々人類が，誰も・皆，太陽の
出渡によって毎日の生活プログラムを定めるやうに，前座代々から，習慣づけ
られてるることは，今更言ふまでもなv…　ところが，のん氣な昔しの時代たは，
日夜の人間生活に，タツプリとした飴裕があり，今［1の如き一分一一・秒を孚ふや
うな氣忙しさが無かったのと，各地相互の聞の交通や通信が，ノンビリと，間
の扱けたやうな悠長なものであったので，各入が守る時刻や時聞などといふも
のも，只，各地の地方時を大玉知ってみれば，それで良かったのである．
　しかるに，第19世紀の中頃から，汽車が出潮，電信が磯明せられるやうにな
って，益々は可なり遠方の土地の友人たちと頻繁な交渉を持つやうになり，從
って，各自の時刻を正しく保持する必要と共に，各；地各人相互間の時刻の關係
を正確に知る必要も起って來て，藪に，全世界の各地：方毎に“標準時”を制定
するに至ったものである・
　“東洋”と…ロに言っても，誠に意い地域であるが，．薫れも，日本は臼本，
支那ぱ支那，シベリヤはシベリヤと，各國が相互に大して緊密な馬面を持たな
い時代には，時岡や時刻の観念は鈍かったとも言へやう・しかし今日の如「く，
東洋も可なり油漸のならなV・世界となって來たため，大所高所から，今は種々
の國家的プ國際的な閥題を，吾々は深く考慮しなければならなくなった一其
の一・つは實に“標準時’1の制度の問題である．
　現時，東：亜に雄飛する我が大日本帝國は，其の政治的版圖も，i蓑濁から千島
の端まで，又ブ南洋の赤道直下かち樺太の奥まで，といふ風に，大きく援がつ
てみるので，國のための標準財といふものも，決して軍一軍純なものではなV・．
明治以來，数度の法令によって，“中央標準時1，，“西部標準時”の2種類のほか
に，近時は，“南洋東部標準時”，“南洋中央標準時”，“南洋西部標準時”の3種
類が制定せられ，其のうち，“中央標準時1’と，“南洋酉部標準時”「とは，グリ
月チ東経135。を共通の標準子午線としてみるため，つまり實質的に同じ時刻で
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あるし，叉，“西部標準時”を30高年聞用みてみた琉球西部や姦潤や，關東回な
どが，昨1937年以來，皆“中央標準時”に合流したため，今は“西部標準時”は
名のみ淺って，誰も点れを用みる者の無い有檬である．
　朝鮮は，我が國との併合三時，グリニチ東経127脇。を標準子午線として・特
殊な時刻を探用してみたが，其の後，思ぴ切って，之れを棄て，賢明にも，我
が“中央標準時”に合流して了つた．
　隣邦支那は，衆知の如き大きい地域を含む國であるから，標準時制の上から
言へば，可なり多くの問題を持ってるる土地柄である．之れとても，昔しは，
只，各地め地方時を用みるのみで，不便を感じない時代もあったわけである
が，近時，共和國となって，國民生活を合理化する立場から，玄葦に3種類の標
準時が制定せられるに至った．帥ち，其れはノ
　1．グリニチ東維120。を標準とする“東部標準時”，
　2。グリ＝チ東経105。を標準とする“瀧蜀部標準時”，
　3．グリ＝チ東経900を標準とする“彊藏部r隼時”
である．
　三二は，地理上，上記の“束：部標準時”を用みてみたので，昭和7年に浦洲
帝國として三三後も，暫くは，この束維120。の子午線に擦る時刻を元のま曳用
みてみた．ところが，筆者は，地回學上，國民繧濟生活上，叉，日満爾國相互
の交通通信の關係上，満洲國が一刻も早く標準時制を改めて，東経135。の子午
線を新しV・標準となすべき事を，昭和7年以卒主張し績けた結果，途に昨昭和
12年に至り，この改正が實施せられるに至った・
　こsに於いて，東盟には，東経135。を共通の標準子午線とする“標準時”の
…大ブロックが四域せられるに至ったのであって，南洋委任統治の一一ptを除
き，我が日本と漏洲國とぱ，全部が時刻的に合流し，一一一元となったため，國際
的に至上の便宜が獲られるに至ったと共に，f苛ほ特に，満洲國と毫三島とに於
いて，漱米に於ける所謂“H光節約法”の利釜を三年にわたって享受すること
が出來，國民の保健上にも，道徳生活上にも，多大の利回を學げるに至った．
　昨年來，我が國力がアジヤ大陸に向って急に進展し，北支，中支，内三等に
皇軍の威力が延びると共に，近き將來に於いて，我が日本や満洲國と此等の地
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方との闇に各種各様の密接な交渉や關係が起らんとすることが豫期せられる有
様であるから，筆者は薮に叉，標準時の問題について，熟慮：研究の結果を開陳
し，新興支那の北支臨時政樺と，中支の維新政棲とに，賢明なる判断を促がさ
んとするものである．
　筆者が今立に結論として提案せんとする事は，今日の鏡膚，中：支，内蒙の3
政樺が皆一・様に，日本及び満洲國の共有する“中央標準時’ に合流して，グリ
三ま衷経1350の子午線に櫨らんことである・
　怯者の中には，筆者の此の提案を，可なり齪暴なものだと思ふ人があるかも
知れなV・．しかしながら，筆者が今明れを支那の薪政灌に薦めんとする理由
は，6年前，新しき満洲國の識者に提案したのと全く同じものであって，要す
るに，
　（1）日光節約の原理に立脚して，しかも其れを蕾に夏期のみに留めす，全年
　　に延長して，將來国々近代化する運命必至たるべき國民一般の経濟生活を
　　合理化するため，
　（2）國民の保健生活を合理化するため，
　（3）國民の道徳生活の堕落を矯正するため，
　（4）日満支相互聞の交通通信上の便宜を一元化するため，
の四つの槻黙より見て，筆者は此の改正を，百利あって，一害無きものと確信
するものである．
　日光節約の原理とは，帥ち，時計の指針を，地理的の標準時刻よりも1時間
だけ進めることである・懸れは，一見，齪暴にして，層理に反するやうである
が，實は，之れこそは，學理を人類の日常生活へ慮用する技術上の，一種の妙
諦を物語るものであって，何でも，ものを“學理のための富江”に囚はれて観
する輩には不可解のこととも言へよう．しかし，全世界を通じて，近代生活者
流の日常のプログラムが，一i般に“朝ね坊”や“夜ふかし”を，意識的に，又は
無意識的に，普及して行く現状であるのだから，電力や照明の諸問題は言ふに
及ぱす，艦力の保健上にも，叉，道徳的な生活様式の立場からも，世界を學げ
て，今は恐ろしい堕落の行程をたどってみる有様である．之れ等の顯を考慮し
て，物質的と，精一巾的と，雨方面を兼ねて，…大修iF．を加へなければならない
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理である．昔時の如く，人が皆，朝の日の出と共に床を出で，夕刻の日没と共
に眠りに就ぐとv・ふ生活プログラムを實行ずる閻は，日光が最も合理的に利用
されてるるのであるから，問題は無い．しかし，現代の文化人はドー般に朝起
きる時刻が点く，オフィスが開かれるのは既に太陽が中天に高く輝やいてるる
時刻である‘し，叉，一一：方に於いて，日没後の，夜の時刻を，極めて逞くまで，
事務に，談合に，臨交に，激樂に用みて，やNもすれば，出血を過ぐるも，樹
ほ就眠しない場合が多い．從って，此の如き肚會’への修正方法は，時計面の指
針を1－2時間ぐらゐ早めて，朝の間の自然の日光を進んで利用し，叉，夜雨の
生活を短縮して，燈火と其の原動力、を節約する方策を講ずべ．きは當然の盧置で
あるといふべきである．
　筆者は，過去に幾度となく世界各地を歴訪して，所謂“丈化”の低い地方の
人々がブ朝早く起き，夕べに早く眠って，誠に自然的な生活を實行してみる歌
話を見ると共に，欧米の文化の欄熟した地方では，静々が，殆んど，書と夜と
を取り違へてるるのでなv・か？！と疑はれるほどの齪脈を演じてみる油点をも親
しく見，且つ驚いた始末であった．此の堕落し左風潮は英米猫よりも西伊佛露
の面面に殊に甚だしく，南欧の流れを汲む申南米の肚會も亦全く此の悪習に深
く染ってみる事實を見た．
　そもそも“日光節約法案”’が始めて世界の文化國に實施サられるに至ったの
は，1916年であった．當時，歓洲はブ＼戦中であって，國家の経濟的見地から，
英米雨國を始め，各國が“夏期ン牛ケ年にわたり，標準時を一時聞だけ早める
ことを實諭したのであるが，其の効果が極めて紙魚であったため，大戦絡了後，
今日に至るも，衙，大多撒の國々は，毎年認れを，牛ケ年つつ愚行し画けてみ
る為様であって，其の成績から見ても，此の法案が，近代生活上に疑ふ飴地無
き程の明瞭な利島を齎して㊨ること明らかである・途には，最近年に至り，米
國シカゴ市の如き，叉ロシヤや，メキシコや，南米チリ國の如き，この日光節
約法を，蕾に夏期のみに留めす，むしろ三年にわたって實行ずるに至ったのも，
之れを讃して蝕りある次第である・
　日光節約の原理よ．り見れば，支那の奥地たる瀧鋤地方や，新彊，西藏地方6
亦，それぞれ，標準時をp・一一時聞早めるこ1とを薦めるべきであると思ふのである
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が，しかし，此等の奥地に住む人々は，恐らくは，大して近代的な生活をして
みる人々でなく，むしろ，日出と共に起きて，日渡と共に眠るやうな，自然生
活をしてみる人々であるだらうと思はれるから，此等に捌しては，日光節約は
他よりすSめられる必要は無いわけである．
　麟って，我が日本の内地の如きは，可なり高度に近代化した生活を實弱して
るる人士が多V・のであるから，此所には日光節約法案の必要を痛感するもので
ある．しかしながら，一方から考へると，東亜の三際關係上，我が日本として
は，可なりの不利不便を志んでも，大陸方面と共通の時刻制を保持するの利釜
が多いことを思ふため，姑く筆者は我が日本内地に出して現欣を維持するの得
策なるを信ずるものである．
　しかしながら，「時局が今後盆々切迫して，國民の経濟生活を一一wa合理化する
必要が愈々切實なるに至る場合には，或は萬止むを得すとして，我が國内にも
此際上の利便を棄てS，日光節約を實行ずる機工がやって湿るかも知れなV・．
　今や，東亜の大陸各方面に活躍する指導者達も，又，我が國の朝野にある有
識者たちも，須く此の重要な問題を熟慮して，大局より，囚はれざる判断を下
し，國家壮愈千年の計を匿斤行されんことを望んで止まない次第である・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1938年3月31日記）
　一台干「疵…静1理學士村上忠敬氏著」新天文講話
　去2月末，此の愛すべき新著を手に取って見る．本文と附録とを加へて合計
145頁とV・ふ小冊子ではあるが，常識として知っておくべき事は皆書いてあり
書き方も實に親切で，ゆとりもあり，眞に愉快な書である．術語も三二等も皆
新しく良いものが適當に撰ばれてある．太陽，遊星，恒星，銀河系，宇宙の5
講に分ち，附録も門門も多い．誰にでも薦められる初歩の天文書である．
　貝，二三氣の鋭いすこ黒奴だ言へば，第14頁，“輻射”は全部ひつくろめt：名簿でなくて，
各種の線に共通の名である；第41頁，　Callis（i　Challis　；第114頁，　General　Theoryは
Generalized　Theorアである・叉第126頁極大光度ば卒旨趣大光鹿ミすうが良い；第134頁，
略符は物主格略符が良い；第142頁，‘‘魚座の原黒占”（／“白羊宮原黒占”ごすべく1第5圖は
京大観測隊1第63頁の目論は山本博士の説ご識幽すべく；第7圖（t　6月6日，12月7日t
ずべく，第12圖左は赤外篇眞であろ・術ほ此れ程の良書1：二重星，攣星の記事ge，望遠鏡
の説明が無いのは淋しい．（東京　恒星畠山　偵150園）〔L生〕
